
























水質項目の説明１(基準項目) R6.3月現在 
番
号

陰ｲｵﾝ界面活性剤

ｼﾞｪｵｽﾐﾝ  (*1)

2-ﾒﾁﾙｲｿﾎﾞﾙﾈｵｰﾙ  (*2)

有機物（全有機炭素(TOC)の量）

ｐH値

0.2mg/ℓ以下

ﾌｪﾉｰﾙ類 0.005mg/ℓ以下

非ｲｵﾝ界面活性剤

0.00001mg/ℓ以下

40

41

42

43

46

47

45

44

0.00001mg/ℓ以下

3mg/ℓ以下

5.8～8.6

合成洗剤を使用する工場排水等が混入して泡立ちの原因となります。工場排水に汚染されていないかの判断指標となりま
す。

　ダムや湖沼水では、水の流れが少ないため富栄養化に伴って発生する藍藻類又は、放線菌によって産生されるカビ臭発
生物質です。臭気に関連する物質です。

　有機物とは、動物の死骸や排出物等による汚染の程度を知る指標となります。水中の有機化合物に含まれている炭素の
量を表します。
　ｐHは水の酸性、ｱﾙｶﾘ性を示す数字です。ｐH７が中性で、これより値が大きくなるとｱﾙｶﾘ性、低いと酸性が強くなります。
低すぎると水道管を腐食させる原因となります。

ﾌﾟﾛﾓｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ 0.03mg/ℓ以下 　浄水処理過程において、原水中の有機物と塩素が反応して生成するﾄﾘﾊﾛﾒﾀﾝのひとつです。

ｸﾛﾛ酢酸 0.02mg/ℓ以下
　原水中の有機物質や臭素及び消毒剤（塩素）とが反応し生成される消毒副生成物です。神経症状や中枢神経系の抑制が
みられるようです。
　浄水処理過程において、原水中の有機物と塩素が反応して生成するﾄﾘﾊﾛﾒﾀﾝのひとつです。肝臓障害や中枢神経系の障
害がある物質とされています。

　浄水処理過程において、水にﾌﾐﾝ質や類似物質などの有機物が存在すると、塩素処理やｵｿﾞﾝ処理によって生成されます。
健康への影響として、発ガン性が疑われている物質です。

ﾄﾘｸﾛﾛ酢酸

　浄水処理過程において、原水中の有機物と塩素が反応して生成するﾄﾘﾊﾛﾒﾀﾝのひとつです。健康への影響として肝臓で
酸化されて生体成分と反応し、毒性を有する物質に変化すると推定されています。

塩素酸 0.6mg/ℓ以下

臭素酸

0.06mg/ℓ以下

0.03mg/ℓ以下

0.1mg/ℓ以下

8

3 ｶﾄﾞﾐｳﾑ及びその他化合物 0.003mg/ℓ以下
　自然水中に含まれることは、まれですが、鉱山排水、工場排水から混入することがあります。ｲﾀｲｲﾀｲ病の原因物質とされ
ています。

6 鉛及びその他化合物 0.01mg/ℓ以下
　地質，工場排水、鉱山排水などによって混入することがあります。また、給水管に鉛管が使われている場合に溶出すること
があります。長期多量蓄積により消化器障害、神経障害のど慢性中毒症を起こすことがあります。

水銀及びその他化合物

ﾌﾟﾛﾓﾎﾙﾑ

　塩分のことで、下水、工場排水、家庭排水、海水などの混入によって増加します。

　水の硬度を表したもので、水中のｶﾙｼｳﾑｲｵﾝ及びﾏｸﾞﾈｼｳﾑｲｵﾝの量をこれに対応する炭酸ｶﾙｼｳﾑ量に換算したもので
す。一般的には軟水や硬水として区別されていますが、高いと渋味を与えます。

23

24

25

26

300mg/ℓ以下

0.03mg/ℓ以下

0.1mg/ℓ以下

六価ｸﾛﾑ化合物

ﾏﾝｶﾞﾝ及びその他化合物

塩化物ｲｵﾝ

28

27

鉄及びその他化合物

32

ｱﾙﾐﾆｳﾑ及びその他化合物

ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ

16

　自然界に多く分布し、鉄と共存していることが多い金属で、水を黒く着色する原因になります。人間の体に必要な元素です
が、高濃度の摂取となると神経系の中毒による筋委縮や言語障害があるといわれています。

　ｼｯｸﾊｳｽ症候群で知られる化合物です。石炭酸系・尿素系・ﾒﾗﾐﾝ系合成樹脂材料、農薬や消毒剤に使用され、合成樹脂、
染料工場からの排水により混入する場合があります。
　自然水中には通常は含まれることはありませんが、鉱山排水、工場排水の混入や水道水では給水管や給水装置から溶
出も考えられます。健康面では、味覚に影響するといわれています。

0.3mg/ℓ以下

0.01mg/ℓ以下

　浄水処理過程において、水にﾌﾐﾝ質や類似物質などの有機物が存在すると、塩素処理やｵｿﾞﾝ処理によって生成されます。
健康に影響を及ぼす恐れがある物質とされています。

0.09mg/ℓ以下 　浄水処理過程において、原水中の有機物と塩素が反応して生成するﾄﾘﾊﾛﾒﾀﾝのひとつです。

1mg/ℓ以下

0.2mg/ℓ以下

蒸発残留物

200mg/ℓ以下

　自然界に多く分布し、人間の体に必要な元素です。健康への被害はありませんが、飲料水の味を悪くしたり、赤水の原因
となります。

　広く多量に分布し自然水中にも含まれていますが、水道の凝集剤としてﾎﾟﾘ塩化ｱﾙﾐﾆｩﾑにも含まれています。健康への影
響は明らかではありませんが、神経性疾患との関連について研究が進められています。

　鉱山排水や工場排水で自然水への混入があります。水道水では、給湯器などの給水装置に使用する銅管から溶出するこ
とがあります。人体には必要な物質ですが、多量に摂取すると肝臓や腎臓に障害を与えます。
　人体に必要な元素となる金属で、一般には塩として摂取している物質です。水道水では、消毒用に使用される次亜塩素酸
ﾅﾄﾘｳﾑにも含まれています。

500mg/ℓ以下
　水を蒸発乾固したときに残る物質（ｶﾙｼｳﾑ、ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ、ｹｲ酸、ﾅﾄﾘｳﾑ、ｶﾘｳﾑ等の塩類及び有機物）の総量です。健康への
影響はありませんが、味に影響を与えます。

200mg/ℓ以下

0.05mg/ℓ以下

　鉱山排水、工場排水、農薬などにより混入します。ヒ素は蓄積性があり、神経系や肝臓に障害を与える物質とされていま
す。

0.01mg/ℓ以下

　揮発性有機塩素化合物で、金属部品などの脱脂洗浄剤、ﾄﾞﾗｲｸﾘｰﾆﾝｸﾞ洗浄剤、溶剤、殺虫剤として使用されています。肝
臓や腎臓への障害、発ガン性の可能性がある物質と言われています。
　染料、合成ｺﾞﾑ、合成洗剤、合成繊維、合成樹脂、農薬、防虫剤等の合成原料、又、それらの溶剤として使用され、発ガン
性を有するものと言われています。揮発性が高いので多くは空気中に揮発します。

　窒素肥料、下水、工場排水、畜産排水などに含まれる窒素化合物です。水や土壌中で化学的・微生物学的に酸化及び還
元を受け、ｱﾝﾓﾆｱ性窒素、硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素に等に変化します。

0.04mg/ℓ以下

10mg/ℓ以下

　揮発性有機塩素化合物で、ﾌﾛﾝｶﾞｽの原料や溶剤または洗剤としても使用されています。肝臓等の障害や発ガン性も疑わ
れています。

1mg/ℓ以下

0.01mg/ℓ以下

　浄水処理過程で消毒剤として使用される次亜塩素酸ﾅﾄﾘｳﾑの分解生成物です。健康への影響としては、血球容量、赤血
球数の減少などが考えられます。

　自然水中にはほとんど存在することはないものですが、ﾒｯｷ工場、鉄鋼熱処理工場、都市ｶﾞｽ製造工場、塵芥焼却場など
の排水から混入することがあります。ｼｱﾝ化合物は、青酸ｶﾞｽや青酸ｶﾘとして知られています。

四塩化炭素

0.08mg/ℓ以下

ｸﾛﾛﾎﾙﾑ

総ﾄﾘﾊﾛﾒﾀﾝ

　浄水処理過程において、水にﾌﾐﾝ質や類似物質などの有機物が存在すると、塩素処理やｵｿﾞﾝ処理によって生成されます。
健康への影響として、発ガン性が疑われている物質です。

ｼﾞﾌﾞﾛﾓｸﾛﾛﾒﾀﾝ

ﾍﾞﾝｾﾞﾝ

　浄水処理過程において、原水中の有機物と塩素が反応して生成するﾄﾘﾊﾛﾒﾀﾝ（ｸﾛﾛﾎﾙﾑ、ｼﾞﾌﾞﾛﾓｸﾛﾛﾒﾀﾝ、ﾌﾞﾛﾓｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ、
ﾌﾞﾛﾓﾎﾙﾑ）の量の総和です。

0.01mg/ℓ以下

　揮発性有機塩素化合物で、塗料の剥離剤、ﾌﾟﾘﾝﾄ基盤の洗浄剤、ｺﾞﾑ等の溶剤、ｴｱﾛｿﾞﾙの噴射剤などに使用され、工場排
水により混入する場合があります。発ガン性のおそれが考慮され検査します。

　自然水中に含まれることは、まれですが、金属表面処理剤、ｶﾞﾗｽ、ｴﾅﾒﾙ工業で使用されるので、工場排水から混入するこ
とがあります。

0.002mg/ℓ以下

　揮発性有機化合物で、塗料などの溶剤や有機化合物を製造する際の反応溶剤に使用されます。肝臓障害や発ガン性も
疑われています。

0.01mg/ℓ以下
　揮発性有機塩素化合物で、ﾄﾞﾗｲｸﾘｰﾆﾝｸﾞ洗浄剤、脱脂洗浄剤、ﾌﾛﾝ113の原料として使用され、工場排水により混入する
場合があります。肝臓や腎臓への障害、発ガン性の可能性がある物質と言われています。

0.05mg/ℓ以下

揮発性有機塩素化合物で、溶剤、香料、合成樹脂原料に用いられ、工場排水により混入する場合があります。平成２１年４
月１日より、ｼｽのみの水質基準からﾄﾗﾝｽとの合算となりました。

水 質 基 準 項 目 基　準　値

ｾﾚﾝ及びその他化合物

ﾎｳ素及びその他化合物

水　質　項　目　の　説　明

0.01mg/ℓ以下

　多くは工場排水、農薬、下水などから混入します。ﾒﾁﾙ水銀等有機水銀化合物は、水俣病の原因物質とされています。

0.01mg/ℓ以下

0.8mg/ℓ以下
　自然界に広く存在します。また、工場排水により混入する場合があります。適量を含んだ水を飲むと虫歯予防に効果があ
ると言われていますが、多量に含まれると「斑状歯」の原因になります。

臭気

色度

濁度

0.02mg/ℓ以下

49

51

50

48

2度以下

異常でない

5度以下

異常でない味

31

　水の濁りの程度を示すもので、土壌その他浮遊物質の混入、溶存物質の化学的変化、表流水においては降水などにより
大幅な変動を示します。直接感じることのできる基本的指標です。

　界面活性剤のうちｲｵﾝに解離する基をもたない物質の総称で、洗剤や乳化剤として使用されるため、汚濁の指標となりま
す。
　石灰酸やｸﾚｿﾞｰﾙ等を総称したものです。自然水中には存在しませんが、ｶﾞｽ工場、化学工場などの排水などから検出され
ます。ﾌｪﾉｰﾙ類を含む原水を塩素消毒するとｸﾛﾛﾌｪﾉｰﾙを形成し、不快な臭味を生じることがあります。

　ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝ、鉄ﾊﾞｸﾃﾘｱ、放線菌等生物の繁殖、工場排水、下水の混入、地質、水の塩素処理に起因します。臭気はおいしい
水としての重要な管理項目です。

　味は、地質、海水、鉱山排水、工場排水の混入及びﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝの繁殖などにより影響を受けますので、特に注意を払う項目
です。無機質が多いと不快味、鉄、銅、亜鉛､ﾏﾝｶﾞﾝ等は金気味、渋味、有機物による場合は臭気を伴います。

　水の色の程度を示すもので、地質からくるﾌﾐﾝ質によるもののほか工場排水、下水等の混入、又、河川、湖沼におけるｺﾛｲ
ﾄﾞ性の鉄やﾏﾝｶﾞﾝ化合物なども着色の原因となります。直接感じることのできる基本的指標です。

20

ｼﾞｸﾛﾛ酢酸

38

34

30

29

33

21

22

銅及びその他化合物

亜鉛及びその他化合物

39

35

37

ﾅﾄﾘｳﾑ及びその他化合物36

ｶﾙｼｳﾑ、ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ等（硬度）

1mg/ℓ以下

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ

ﾌｯ素及びその他化合物

19

18

14

ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ

1,4-ｼﾞｵｷｻﾝ15

13

11

亜硝酸態窒素   生活排水、下水、肥料などに由来する有機性窒素化合物が、水や土壌中で分解される過程でつくられます。

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ17

ｼｽ1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ及びﾄﾗﾝ
ｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ

0.02mg/ℓ以下

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素

10

5
　鉱山排水、工場排水などから混入します。ｾﾚﾝを多量に摂取すると健康に影響を与えます。爪や皮膚障害、胃腸や肝臓障
害を起こすことがあると言われています。

12

7 ﾋ素及びその他化合物

　自然水中に含まれることは、まれでありますが、鉱山排水、工場排水から混入することがあります。慢性毒性として肝炎な
どの障害がでるとされています。

0.02mg/ℓ以下

0.04mg/ℓ以下9

ｼｱﾝ化物ｲｵﾝ及び塩化ｼｱﾝ

1 一般細菌 100個/mℓ以下 　清浄な水には少なく、汚染された水ほど多い傾向があるので、水の汚染程度を示す一指標となります。

0.0005mg/ℓ以下4

2 大腸菌 不検出
　通常人畜の腸管内に生息しているものであり、水中に存在することは、その水が人畜のし尿などで汚染されていることを
意味します。通常、塩素消毒によって死滅する菌です。



水質項目の説明１(基準項目) R6.3月現在 

番
号

水質管理目標設定項目 目標値 検　査　項　目　の　説　明

1

金属類

ｱﾝﾁﾓﾝ及びその化合物 0.02mg/ℓ以下
　半導体材料、陶器、ｶﾞﾗｽ顔料などの用途があり、汚染源は工場排水などがあります。目標値
は毒性を考慮して定められています。

2 ｳﾗﾝ及びその化合物 0.002mg/ℓ以下(暫定)
　超微量ですが、地殻の岩石や海水中に広く分布し、主に核燃料として使用されます。目標値は
暫定的な毒性評価値を参考に定められています。

3 ﾆｯｹﾙ及びその他化合物 0.02mg/ℓ以下(暫定)
　汚染源は、工場排水、鉱山排水などがあります。目標値は暫定的な毒性評価値を参考に定め
られています。

5

有機
物質

1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ 0.004mg/ℓ以下
　揮発性の有機化合物で、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ材料、ﾌｨﾙﾑ洗浄剤、くん蒸剤などに使用され、地下水汚染
物質です。

8 ﾄﾙｴﾝ 0.4mg/ℓ以下
　接着剤や染料、合成繊維、塗料などの原料に使用される地下水汚染物質です。目標値は毒性
評価の見直しより0.6mg/ℓから0.2mg/ℓに強化されました。

9 ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ(2-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙ) 0.08mg/ℓ以下
　ﾌﾟﾗｽﾁｯｸの添加剤（可塑剤）として使用され、内分泌かく乱（環境ﾎﾙﾓﾝ）作用が疑われていま
す。目標値は毒性の観点から設定されています。

10

消毒副
生成物

  亜塩素酸 0.6mg/ℓ以下 　二酸化塩素は、水道水の消毒剤、又、紙、ﾊﾟﾙﾌﾟ、油脂類、ﾃﾞﾝﾌﾟﾝなどの漂白に広く用いられて
いる。
　亜塩素酸及び塩素酸は、消毒剤に二酸化塩素を使用することで生成される物質ですが、須賀
川市の水道では二酸化塩素を使用しておりません。12 二酸化塩素 0.6mg/ℓ以下

13 ｼﾞｸﾛﾛｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ 0.01mg/ℓ以下(暫定)
　原水中の有機物質と消毒剤の塩素が反応して生成される消毒副生物質です。目標値は暫定
的な毒性評価値を参考に定められています。

14 抱水ｸﾛﾗｰﾙ 0.02mg/ℓ以下(暫定)
　医薬品の原料に使用されます。また、原水中の有機物質と消毒剤の塩素が反応して生成され
る消毒副生物質です。目標値は暫定的な毒性評価値を参考に定められています。

15 農薬類 農薬類
各農薬の

「検出値／目標値」の
合計が「１」を超えない

総農薬方式で、個々の農薬において毒性の評価より目標値を定め、個々の検出値とその目標
値の比を求めて、比の合計が１以下とする目標値が定められています。測定農薬は、各水道事
業体がその地域の状況（使用状況など）を考慮して適切に設定すべきとされています。なお、１０
２項目の農薬がﾘｽﾄ化されています。

16

無機
物質

残留塩素 1mg/ℓ以下

　感染症などの予防の観点から、水道水は一定量の塩素を保持しなければなりません。塩素
は、細菌、特に消化器系病原菌に対して微量でも速やかな殺菌効果を示すので、水道水に残留
する塩素は殺菌効果の保証として意義が大きいものです。しかし、多すぎると塩素（ｶﾙｷ臭）が
強くなり、金属などの腐食性を増す障害ともなることから残留塩素の管理は重要です。

17
ｶﾙｼｳﾑ、ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ等
（硬度）

10mg/ℓ以上100mg/ℓ以下
　基準値は石鹸の泡立ちなどへの影響を防止する観点から300mg/ℓ以下と定めていますが、目
標値は、おいしい水の観点から定められています。

18 ﾏﾝｶﾞﾝ及びその他化合物 0.01mg/ℓ以下
　水質基準値は黒水障害の発生を防止する観点から0.05mg/ℓ以下に定められています。目標
値は、より質の高い水道水の供給を目指す観点から定められています。

19 遊離炭酸 20mg/ℓ以下
　水に溶け込んでいる炭酸ｶﾞｽのことで、適度に含まれているとさわやかな味を与え、多すぎると
刺激が強くなってまろやかさを失わせます。目標値は、おいしい水の観点から定められていま
す。

20

有機
物質

1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ 0.3mg/ℓ以下
　揮発性の有機化合物でﾄﾞﾗｲｸﾘｰﾆﾝｸﾞ用溶剤、金属洗浄剤に使用され、地下水汚染物質です。
目標値は臭味発生防止の観点から定められています。

21 ﾒﾁﾙ-t-ﾌﾞﾁﾙｴｰﾃﾙ 0.02mg/ℓ以下
　ｶﾞｿﾘﾝのｵｸﾀﾝ価向上剤やﾒﾀﾉｰﾙなどの混合燃料に層分離防止、ｱﾙｺｰﾙによる腐食防止に使
用されています。目標値は味や臭いの観点から定められています。

22 有機物(過ﾏﾝｶﾞﾝ酸ｶﾘｳﾑ消費量) 3mg/ℓ以下
水質汚染に関連する総括的な指標です。目標値は、より質の高い水道水の供給をめざす観点
から定められています。

23

その他

臭気強度(TON) 3以下
　目標値は飲料水がもつ臭気で、需要者にいやな思いを抱かせることがあってはならないことな
どから定められています。

24 蒸発残留物 30mg/ℓ以上200mg/ℓ以下 　目標値は、おいしい水の観点から定められています。

25 濁度 1度以下 　目標値はより質の高い水道水の供給をめざす観点から定められています。

26 PH値 7.5程度 　目標値は腐食及び赤水防止の観点から定められています。

27 腐食性 腐食性(ﾗﾝｹﾞﾘｱ指数)
-1程度以上とし、
極力0に近づける

　目標値は水道施設の維持管理の観点から定められています。－１以上であれば防食効果が
期待できます。

28 微生物 従属栄養細菌
1mℓの検水で形成される集落数

が2000以下（暫定）
　浄水処理過程や消毒過程での細菌の挙動を評価するのに適しており、水道施設の健全性を
判断するための指標です。水道管内における滞留に伴って増加します。

29 有機物 1,1-ジクロロエチレン 0.1mg/ℓ以下
　家庭用ラップ、食品包装用フィルムの原料などに使用されます。揮発性の有機化合物で地下
水汚染物質の１つです。

30
無機
物質

アルミニウム及びその化合物 0.1mg/ℓ以下
　広く多量に分布し自然水中にも含まれています。健康への影響は明らかではありませんが、神
経性疾患との関連について研究が進められています。


